
 

 

 

 

 

2023年度 慈恵会医科大学  
【 講 評 】 

 

長文読解問題３題からなり、大問１と大問２が空所補充問題と内容一致問題からなる総合問題で、大問

３が空所補充問題と問題文の内容を踏まえての自由英作文という形式の問題である。これは 2020年度か

ら 2022 年度までの問題とほぼ同じ形式である。（ただし昨年度まで出題されていた単語の意味の問う問

題は姿を消した。）全体としては、問題文の趣旨が理解できていれば正解できる設問が多く、問題自体の

難易度はそれほど高くないが、制限時間 60分で長文問題３題と自由英作文の全てを解くことは、非常に

困難なことに思える。解き終わることより、解いた問題の正解率を上げることに力を注ぐことが重要であ

る。 

 

【 解 答 ・ 解 説 】 

 

[Ⅰ]  

解答 

１． （A）３  （B）４  （C）３  （D）１  （E）４ 

２． １  

３． ４ 

４． ２ 

５． ４ 

 

解説 

  １.（A） a string of～「一連の、相次ぐ～」。この表現を知らないと答えが出ない。a string of mentally 

demanding tasks（「頭をとても使う相次ぐ作業」）の言い換えが、次の文のmentally tracking one 

thought to the next（「頭の中で次々と思考過程を踏んでいくこと」）である。 

    （B） A new study provides a biological explanation for this familiar phenomenon: thinking hard 

leads to a buildup of chemicals that may (  B  ) the functioning of the brain. 

           「ある新たな研究が、この馴染みのある現象を生物学的に説明している。頭を非常に使うと、化学物

質が蓄積され、その物質が頭の働きを(  B  )可能性があるという説明である。」 

        this familiar phenomenon（「この馴染みのある現象」）とは、「頭を使う作業を続けると、頭が消

耗しきったと感じる現象」である。コロン(:)以下の内容は、この現象が生じるメカニズムの説明で

ある。(  B  )に選択肢４の disruptを入れると、thinking hard leads to a buildup of chemicals 

that may disrupt the functioning of the brain.(「頭を非常に使うと、化学物質が蓄積され、その

物質が頭の働きを阻害する可能性がある」)となり、this familiar phenomenon が生じるメカニズ

ムの説明として適切なものになる。ちなみに、選択肢１の preventも「～を妨害する」という訳語

解答速報 英語 



 

 

があるため、選択肢１を選んだ受験生もいることだろう。しかし、preventは、「～を妨害して生じ

させない」という意味なので、prevent を入れると「脳の機能が完全に止まってしまう」ことにな

ってしまう。従って、「～を邪魔する、～（の正常な状態）を乱す」という意味の disruptがよい。 

    (C)  Early experiments in the 2000s supported this notion ― reporting that～.  But subsequent 

work failed to (  C  ) those findings. 

           「2000年代初期の実験は、～と報じて、この考えを裏付けた。しかし、その後の研究は、そのよう

な研究結果を(  C  )できなかった。」 

        Butを挟んで逆接になっているので、supported this notionと failed to (  C  ) those findings

は、逆の意味の表現である。( C )に reproduceを入れて、「そのような研究を再現できなかった」

とすると、supported this notion（「この考えを裏付けた」）と逆の意味になる。 

    (D)   To (  D  ) that question further in the new study, ～ , Pessiglione, Wiehler and their 

colleagues recruited 40 volunteers to follow up on the earlier work. 

      「この新たな研究で、この疑問をさらに(  D  )するために、Pessiglione と Wiheler と彼らの研究

チームは、40人の被験者を募り、2016年の彼らの研究に続けてさらに研究を行った。」 

       選択肢の意味は次の通り。 

       1. probe「～を徹底的に調べる」 

2. respond「反応する」 

3. inquire「尋ねる」 

4. determine「～を決定する」 

選択肢の意味がわかれば、選択肢１の probeが最も適切であることは明らかであろう。 

    (E)  Apps (  E  ) a number of areas where these findings could prove useful. One is in the 

workplace. 

           「Appsは、これらの研究結果が役に立つようないくつかの領域を(  E  )。１つが職場である。」 

      この段落の第５文の、Another area of interest would be～(「興味を引くもう一つの領域は～であ

ろう。」)は、この段落の第２文の One is in the workplace.に対しての追加の表現である。従って、

この段落では、Appsの興味を引いたいくつかの領域を紹介している段落だとわかる。したがって、

( E )には、「（興味を引いたこと）について述べる」という意味の notesが入る。 

  ２．設問「多大な知的努力が私たちを疲労させる理由にういての初期の研究の仮説はどのようなものだった

か？」 

    選択肢１．「知的努力が、脳がうまく機能するのに必要な物質を消費する。」 

       ２．「脳は、筋肉と同じように、知的努力で消耗してしまう。」 

       ３．「長期的な知的努力によって、エネルギーを得るための糖分の多い飲料が欲しくなる。」 

       ４．「精神疲労は、化学物質の減少ではなく、その蓄積によって引き起こされる。」 

    初期の研究による仮説は、第２段落の第１文から第３文まで書かれている。第２文の long periods of 

strenuous mental effort lead to a depletion of glucose and other key resources that supply the energy-

hungry brain.（「長期的な多大な知的な努力は、エネルギーを大量に消費する脳にエネルギーを供給す

るブドウ糖やそのほかの重要なエネルギー源の枯渇を生む。」）を端的に言い換えたのが、選択肢１であ

る。 

  ３．設問「知的努力を要する作業は、人々の行動にどのような影響を与えるのか？」 

    選択肢１．「それ（報酬？？）を求めて努力したとすれば、より少ない報酬を受け入れる可能性は低い。」 



 

 

       ２．「もし、より多くの金を手に入れられるなら、より進んで報酬を受け取ることを先送りにしよ

うとする。」 

       ３．「すぐさま満足感を得ようとしない。」 

       ４．「額はより多いが先延ばしにされた金銭の報酬を受け取ろうとする可能性がより低くなる。」 

     知的な努力を要する作業がもたらす行動への影響は、第３段落の第１文の long periods of mentally 

effortful tasks made people more likely to choose immediate gratification over waiting for bigger 

reward much later（「知的努力を要する作業を長期的に行うと、人々は、ずっと後になってより多い報

酬を得ることを待つより、すぐさま満足感を得ることを選ぶ可能性が高くなる。」）と、第４段落の最終

文の only those who had been given the harder task were more likely to choose to take home an 

immediate reward rather than wait for a larger cash-out at a later date.（「難しい方の作業を与えら

れた被験者たちだけが、後により多くの現金を受け取ることを待つより、すぐに報酬を持ち帰ることを

選ぶ可能性が高かった。」）の２か所にある。この２か所の内容と一致するのは、選択肢４である。 

  ４．設問「この新たな研究の研究者たちが調べていないものは、何ですか？」 

    選択肢１．「被験者たちの脳内の神経伝達物質のレベル」 

       ２．「Nバック課題での被験者の得点」 

       ３．「作業の終了時点でどの程度疲れを感じていると被験者が述べたか」 

       ４．「報酬を先送りにすることを被験者が受け入れるかどうか」 

     選択肢１の「被験者たちの脳内の神経伝達物質のレベル」については、第５段落に記述がある。選択

肢３の「作業の終了時点でどの程度疲れを感じていると被験者が述べたか」と、選択肢４の「報酬を先

送りにすることを被験者が受け入れるかどうか」については、第４段落の最終文に記述がある。 

  ５．設問「この新たな研究の研究者たちが、彼らの理論が正しいと思ったのはなぜか？」 

    選択肢１．「容易い知的作業を行った被験者の外側前頭前皮質にはグルタミン酸の蓄積は全くなかった

から。」 

       ２．「より困難な作業を行った被験者の外側前頭前皮質の脳の活動は、低下したから。」 

       ３．「困難な作業を行ったグループでは、グルタミン酸は細胞の内側から外側に拡散したから。」 

       ４．「困難な作業を行った被験者は、大脳皮質のグルタミン酸が増したから。」 

     まず、設問の their theory とは何かを理解していないと答えは選べない。従来は、「脳が消耗するの

は、脳を使うと、脳に必要なエネルギーを供給するブドウ糖などの化学物質が枯渇してしまうからだ。」

と考えられていたが、新たな研究では、「脳を使うと、脳にグルタミン酸が蓄積してしまい、それが脳の

正常な機能を阻害してしまうからだ。」という結論に至っている。この結論が their theory の内容であ

る。この内容を裏付ける理由としてふさわしいのは、選択肢４である。ちなみに、選択肢１の内容は、

一見、選択肢４の裏返しであり、正解のように思えるが、実際には、本文では、選択肢１のように no 

buildup of glutamate（「グルタミン酸の蓄積は全くなかった」）とは言っていない。 

 

[Ⅱ]  

解答 

１． （A）１  （B）３  （C）４  （D）３  （E）２ 

２． ２  

３． ３ 

４． １ 



 

 

５． ４ 

  [Ｘ]  What do they think the right/correct answer is 

 

解説 

  １.（A）Crowd wisdom such as what might arise from online voting is popularly assumed to provide 

better answers than any one person by (  A  ) multiple perspectives. 

      「オンライン投票から生じるような群衆の知恵は、複数のものの見方を(  A  )によって、どんな人

物が一人で出す答えよりも、妥当な答えを与えてくれると、一般的に考えられている。」 

         選択肢を見ると、(  A  )には、by という前置詞が伴う動名詞が入ることがわかる。by (  A  ) 

multiple perspectives の（  A  ）の意味上の主語は、Crowd wisdomである。したがって、Crowd 

wisdom が、multiple perspectives（「複数のものの見方」）をどうするのかが問題となっている。

Crowd wisdomの具体例は、such as以下にあるように、オンライン投票によって得られる知恵で

ある。また、次の文では、この知恵の欠点について、tend to favor the most popular information, 

not necessarily the most correct（「必ずしも最も正しい情報ではなく、最も人気がある情報を支持

する傾向がある」）と述べている。これらを考え合わせると、Crowd wisdomは、「人々の投票の集

計を参考に決められる知恵」であることがわかる。したがって、(  A  )に aggregatingを入れて、

by aggregating multiple perspectives（「複数のものの見方を集計することによって」）とするのが

よい。 

    （B）The ignorance of the masses can cancel out a knowledgeable minority with specialized 

information of a topic, resulting in the wrong answer (  B  ) the most accepted. 

            「大衆の無知が、ある話題について専門的情報を持っている聡明な少数派の意見を消し去り、結果

として、間違った答えが最も受け入れられた答えになることもある。」 

       選択肢を見ると becomeの変化形を選ぶ文法問題であることがわかる。文法的に正しいのは選択

肢３だけである。選択肢３を入れると次のような構造になる。 

～, resulting in the wrong answer becoming the most accepted   

                     S’          V’           C’ 

          the wrong answer以下が、inが伴う動名詞句で、the wrong answerが動名詞 becomingの意味上

の主語である。 

the wrong answer以下に、選択肢１の becomes（動詞の現在形）や選択肢２の became（動詞の

過去形）を伴うためには、the wrong answer which becomes～, the wrong answer which became

～といったように、関係代名詞が必要となる。しかも、この関係代名詞（主格）は、省略できない。

したがって、選択肢１と２は構造的にダメである。選択肢４の that becameは、thatが主格の関係

代名詞と考えれば構造的には正しいが、過去形を使う理由がないのでダメである。 

    （C）The technique could refine wisdom-of-crowds surveys, which are used in political and economic 

forecasting, as well as many other (  C  ) activities, from pricing artwork to grading scientific 

research proposals. 

            「この手法は、群衆の知恵による調査を洗練することができるだろう。群衆の知恵による調査は、

政治や経済の予想にも、芸術作品の評価から科学的研究による提案の評価に至る多くの他の

(  C  )活動にも用いられるのだが。」 



 

 

        この文から、(  C  )活動は、群衆の知恵による調査が用いられる活動であることがわかる。群

衆の知恵による調査は、「人々が投票を集計して民主的に意見を決める方法」なので、(  C  )に選

択肢４の collectiveを入れ、collective activities(「集団で行う活動」)とするのがよい。 

（D）～, surprisingly popular, or SP, method is (  D  ) democratic because there is no expectation 

of who would have specialized information.  

        「意外なほど多くの人に支持された解答を選ぶ方法（SP 法）は、(  D  )民主的である。なぜな

ら、誰が専門的な情報を持っているかは予想できないからである。」 

         この段落の第 3文と第 4文で、The SP method is elitist in the sense that～.  However, it is 

democratic in the sense that potentially anyone could be identified as an expert.（「SP法は、

～という意味でエリート主義的ではある。しかしながら、誰でも、専門家であるとみなされる可

能性があるという点では、民主的である。」）と書かれている。従って、この段落では、SP法は「あ

る意味では、エリート主義的である」と言いつつ、「しかし、ある意味では、民主的である」と述

べているのである。従って、( D )には、stillを入れ、still democratic（「やはり、民主的である」）

とするのがよい。 

    （E）( E  ) all topics, the researchers found that ～ 

      「全ての話題(  E  )、 ～だと、この研究者たちはわかった」 

        ( E  ) all topicsは、構造的に副詞句なので、前置詞である選択肢２～４は構造的に正しいが、

選択肢１の not はダメである。選択肢２～４の中で意味が通るのは、選択肢２の Across だけで

ある。Across all topics「全ての話題を通じて」。 

  ２．設問「正しい答えを見つけるために群衆の知恵を使うことの欠点は何ですか？」 

    選択肢１．「多くの人が間違いだとわかっているのに、間違った答えが正しいと認められてしまうこと

がある。」 

       ２．「人々は、正しい答えより、最も人気がある答えを選ぶことが多い。」 

       ３．「人々は、どの答えが人気があるか予測するのが不得意である。」 

       ４.「あらかじめ知識が必要な質問は、民主的な過程では簡単に答えがでない」 

     第１段落の第２文の Democratic methods, however, tend to favor the most popular information, 

not necessarily the most correct.（「しかし、民主的な方法は、必ずしも最も正しい情報ではなく、最も

人気がある情報を支持する傾向がある。」）という内容と一致する選択肢２が正解である。 

 

  ３．設問「『意外なほど多くの人に支持された』答えという表現によって何が意味されていますか？」 

    選択肢１．「実際の数よりも多くの人が『ノー』に投票すると予想される。」 

       ２．「間違った答えは、思われているより多い。」 

       ３．「予想されるよりも多くの人が、ある答えを選ぶ。」 

       ４．「最も人気がある答えが正しい答えである。」 

the “surprisingly popular” algorithmの説明として、第２段落第 3文で、The correct answer is that 

which is more popular than people predict(「正しい答えは、人々が予想するより多くの人に支持され

る答えである。」)と述べている。このことから、 “surprisingly popular” とは、「人々が予想するより

多くの人によって支持される」という意味であることがわかる。したがって、選択肢３が正解である。 

  ４．設問「意外なほど多くの人に支持された答えが、大抵正解である理由は何か？」 

    選択肢１．「正解を知っている人々は、自分以外で正解を知っている人の数を過小評価するものだから。」 



 

 

       ２．「間違った答えを選ぶ人々は、他の人が同じ答えを選ぶと思うから。」 

       ３．「不人気な答えを選ぶ人々は、ほとんどの人が人気がある答えを選ぶと思うものだから。」 

       ４．「最も人気がある答えは間違っている可能性があるが、真の知識に基づく少数派の答えは正

しいから。」 

     このことは、第３段落と第４段落で述べられている。その内容は、「不正解を選ぶ人々は、自分と同じ

答えを選ぶ人が多いと予想する。一方、正解を知っている人は、不正解を選ぶ人が多いと予想する。そ

の結果、ほとんどの人が、自分以外の人々は不正解の方を選ぶと予想することになる。そして、正解の

方を選ぶと予想される人の数が、実際よりもはるか少なくなる。つまり、正解の方を選ぶ人の実際の数

は、意外なほど多くなるのである。」というものである。この趣旨に従えば、「正解の方を選ぶ人の数が、

意外なほど多くなる理由」は、選択肢１と選択肢２の両方ということになる。ただし、選択肢２の「間

違った答えを選ぶ人々は、他の人が同じ答えを選ぶと思う」こと自体は『意外な』ことではないので、

正解を１つ選ぶとすれば、選択肢１であろう。 

  ５．設問「この研究から何が推論できますか？」 

    選択肢１．「以前予想していたよりも多くの人が質問に対する正しい答えを知っている。」 

       ２．「自分の答えが人気がないと知っている人々の答えが正しい場合が多い。」 

       ３．「一部の人々は、より専門的な情報を持っているが、群衆の知恵が正しい場合がより多い。」 

       ４．「このアルゴリズムと共に群衆の知恵を利用することによって、人々は、自分たちの知識を洗

練させることができる。」 

     第２段落の最終文で、The technique could refine wisdom-of-crowds survey（「この手法（＝the 

“surprisingly popular” algorithm）は、群衆の知恵による調査を洗練することができるだろう。」）と述

べている。この内容から選択肢４は正しいと言える。 

    選択肢１は、than we used to expect（「以前予想していたより」）が間違い。than we expectとすべき。 

    選択肢２は、know their answer will not be popular（「自分の答えが人気がないと知っている」）では

なく、predict their answer will not be popularとすべき。 

    選択肢３は、「群衆の知恵が正しい場合がより多い」が間違い。 

  ［Ｘ］．the technique hinges on asking people two things about a given question: [  X  ] and how popular 

they think each answer will be? 

          「この手法は、特定の質問について２つのことを尋ねることを必要とする。つまり、[ Ｘ ]と、彼

らがそれぞれの答えがどれほど多くの人に支持されると思うかである。」 

      この具体例が、第３段落の第２文から第４文の In one test, they asked people a yes-or-no question. 

Is Philadelphia the capital of Pennsylvania?  Respondents also were asked to predict the 

prevalence of “yes” votes.（「あるテストでは、彼ら（＝the researchers）は、人々にイエスかノーで

答える質問をした。フィラデルフィアはペンシルベニア州の州都ですか？回答者は、また、「イエス」

を選ぶ人の割合を予想するように求められた。」）である。この具体例から、特定の質問に対する２つ

の問とは、１つが「正しい答えは何だと思いますか」と言う問あり、もう１つが「それぞれの答えが

どれほどの人に支持されると思いますか」という問であることが分かる。したがって、[ X ]には、「正

しい答えは何だと思いますか？」という趣旨の文が入る。 

 

[Ⅲ]  

解答 



 

 

Ａ．４  Ｂ．１  Ｃ．４  Ｄ．２   

[Writing Question] 

According to the passage in Section Ⅲ, there are two attitudes of doctors towards medical errors: the 

attitude of not disclosing errors and that of being open and honest about errors.  I think that the latter 

is better.  Doctors are not perfect because they are humans.  They can commit errors.  What matters 

is how they deal with their errors.  As you learned when you were a child, if you make an error which 

causes trouble to others, you should apologize sincerely.  Doctors are no exception.   In addition, in the 

case of doctors, the smallest error can be fatal to patients.  So when they make an error, however small, 

they should explain fully and apologize sincerely to their patient.  As the example of the Veterans 

Affairs Medical Center mentioned in the passage suggests, a full explanation and apology would be more 

likely to persuade their patient to forgive them.   

 

解説 

  Ａ．～, students learn that their mentors and supervisors (  A  ) reward the concealment of errors, ～ 

    「～、学生たちは、彼らの指導教官たちがミスを隠すこと（ A  ）見返りを与えると知る。～」 

第１段落では、医学生たちが、先輩の医者たちを見て、「医療過誤」についてどのような態度を身に着

けるかが書かれている。第１段落最終文で、Above all, they learn not to tell the patient anything.（「と

りわけ、彼らは患者に何も告げないようになる。」）とあるように、「患者には「医療過誤」のことを告げ

ないという態度が身についてしまうのである。従って、( A )以下は、the concealment of errors（「ミス

を隠すこと」）を肯定する表現が入る。選択肢の中で、ミスを隠すことを肯定する意味になるのは、４し

かない。students learn that their mentors and supervisors believe in, practice and reward the 

concealments of errors（「学生たちは、彼らの指導教官たちが、ミスを隠すことの価値を信じ、それを

実践し、それに対して見返りを与えるということを知る」）となる。 

  B. the depths of physicians’ resistance to disclosure and (  B  ) the habit of nondisclosure 

       「医者が情報公開に極端に抵抗することと、情報公開をしない習慣(  B  )」 

     andにより、the depths of ～と( B )以下が並列になると考えれば、( B )には、the depthsと並列に

なる名詞が入ることになる。選択肢として、名詞構造になるのは、１か４である。１を選ぶと、( B )以

下が、the lengths to which some will go to justify the habit of nondisclosure（「一部の医者たちが、

情報を公開しない習慣を正当化するために懸命になること」）となり、 the depths of physicians’ 

resistance to disclosure（「医者が情報公開に極端に抵抗すること」）との並列内容としてふさわしい表

現になる。ただし、go to ~ lengths to V…「…しようと～な努力をする」という表現を知らないと選択

肢１は解釈できない。 

  C.  Evidence suggests that medical negligence (  C  ) doctors are open and honest with their patients. 

      この文の具体例として、次の文で the Veterans Affairs Medical Centerの例を挙げている。この医療

センターが、情報を公開し、医療過誤の補償をするという方針を取り入れると、裁判費用が著しく減少

したという例である。この例に適した文にするためには、( C )には、選択肢４を入れて、Evidence 

suggests that medical negligence claims actually go down when doctors are open and honest with 

their patients.（「医者が隠さずに、感謝に正直に話すと医療過誤の訴えは、実際に減る、と証拠が示し

ている。」）とするのがよい。 

  D.  This perfection is a grand illusion, of course, (  D  ). 



 

 

        「この完璧さは、もちろん、大がかりな幻想である。(  D  )。」 

     選択肢２を入れると、a grand illusion（「大がかりな幻想」）を、a game of mirrors that everyone 

plays（「みんなが行っている鏡のゲーム」）という表現で言い換えたという解釈できる。illusion（「幻想」）

を game of mirrors（「人の目を欺くために鏡を用いたゲーム」）という比喩で言い換えているのである。 

Writing Question 

大問Ⅲの本文で述べられている医療過誤についての２つの態度を理解した上で、そのどちらの態度を支持

するかを説明する問題である。大問Ⅲでは、「医療過誤について患者に情報を公開しないという態度」と、

「正直に患者に説明して謝罪するという態度」が述べられている。作文では、この２つの態度を挙げた上で、

どちらを支持するのかを述べる必要がある。 
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